
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選
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春
の
日
の
恵
み
は
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て

早
咲
き
ほ
こ
る
マ
ン
リ
ョ
ウ
の
花
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

耕
さ
れ
し
畠
の
土
は
息
づ
き
て

生
き
ゆ
く
ご
と
く
匂
い
て
い
た
り
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

誕
生
月
の
人
に
案
内
状
書
い
て
ゆ
く

三
月
生
ま
れ
は
三
十
人
い
て
　
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
富

お
そ
ろ
い
の
帽
子
を
か
ぶ
り
保
育
園
の

子
ら
は
手
を
つ
な
ぎ
行
列
し
ゆ
く
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

せ
わ
し
な
く
桜
の
花
は
咲
き
て
散
り

い
ま
新
緑
の
風
が
吹
き
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

民
宿
の
土
間
に
筍
五
本
ほ
ど
　
　
　
　
　
　
　
本
2

市
川
　
和
夫

沖
縄
の
葉
桜
の
基
地
緑
濃
し
　
　
　
　
　
　
　
桜
1

東
海
林
マ
サ

揚
羽
蝶
足
湯
の
膝
を
か
す
め
け
り
　
　
　
　
　
南
5

吉
永
　
広

梅
雨
寒
の
膝
に
重
た
き
老
い
し
猫
　
　
　
　
　
南
2

益
子
　
幸
江

若
葉
な
る
参
道
の
坂
上
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
本
1

河
崎
　
シ
ズ

残
雪
の
山
頂
雲
の
な
が
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
本
3

菊
地
原
武
昭

伝
説
の
山
の
麓
に
二
輪
草
　
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

枝
付
き
の
桜
桃
瓶
に
挿
し
に
け
り
　
　
　
　
　
八
3

小
原
多
重
子

新
緑
の
谷
間
を
縫
っ
て
初
夏
の
旅
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

ポ
ー
ズ
と
る
若
さ
ア
ピ
ー
ル
ブ
イ
サ
イ
ン
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

恙
な
く
明
日
も
生
き
た
い
灯
を
点
す
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

継
ぐ
者
が
な
く
て
老
舗
の
の
れ
ん
消
え
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

真
っ
青
な
空
見
て
育
つ
児
の
素
直
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
佐
吉

世
界
地
図
ひ
ろ
げ
て
観
て
る
大
相
撲
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

親
の
年
越
え
た
命
に
感
謝
す
る
　
　
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

孫
の
あ
し
用
心
深
く
一
歩
二
歩
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

、
試
験
案
内
は
7
月
31
日
（
土
）

ま
で
、
高
齢
者
支
援
課
・
社
会
福

祉
協
議
会
等
で
配
付
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
24
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

場
　
所

獨
協
大
学

問
合
せ

県
社
会
福
祉
協
議
会
1

0
4
8
・
8
2
4
・
3
1
1
1

日
　
時

8
月
7
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

内
　
容

司
法
書
士
に
よ
る
改
正

貸
金
業
法
に
関
す
る
無
料
電
話
相

談
会
1
0
4
8
・
8
7
2
・
8
0

5
5
（
当
日
の
み
通
話
可
）

問
合
せ

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協

議
会
・
高
柳
1

0
4
9
・
2
7

7
・
6
2
1
0

日
　
時

7
月
17
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
4
時（
費
用
は
無
料
）

場
　
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

4
階
市
民
ホ
ー
ル
4
0
3

内
　
容
　
q
解
雇
・
退
職
勧
奨
、
賃

金
不
払
い
そ
の
他
労
働
問
題
w
労

働
保
険
、
社
会
保
険
e
就
業
、
住

宅
、
生
活
に
関
す
る
窓
口
の
案
内

申
込
み
・
問
合
せ

埼
玉
県
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
1
0
4
8
・
8
3

0
・
4
5
2
2

A
食
中
毒
に
気
を
付
け
よ
う
！

梅
雨
ど
き
か
ら
夏
に
か
け
て
は

食
中
毒
が
特
に
発
生
し
や
す
い
季

節
で
す
。
ご
家
庭
で
も
食
中
毒
予

防
の
基
本
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

q
菌
を
つ
け
な
い

w
菌
を
増
や
さ
な
い

e
菌
を
や
っ
つ
け
る

A

5
〜
8
月
は
農
薬
危
害
防
止
運

動
期
間
で
す

農
薬
を
使
用
す
る

際
は
、
ラ
ベ
ル
や
袋

に
表
示
さ
れ
た
使
用

方
法
や
注
意
事
項
を

遵
守
し
、
散
布
区
域
外
に
飛
散
し

な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
適
正
な
保
管
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
者
ど

う
し
、
気
軽
に
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
口
に
で
き
な
い
こ
と
を
何
で

も
言
葉
に
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

7
月
15
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
さ

れ
て
い
る
ご
家
族
、
過
去
に
介
護

さ
れ
た
経
験
が
あ
る
方
、
家
族
会

の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・

1
2
5
0

日
　
時

7
月
28
日
（
水
）
午
後

2
時
〜
3
時
半

場
　
所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ベ
ル
ホ
ー
ム
1
階
ホ
ー
ル

内
　
容

認
知
症
に
つ
い
て
、
疑

問
や
相
談
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。
お
答
え
し
ま

す
。

講
　
師

小
越
毅
章
氏
（
川
口

認
知
症
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

定
　
員

30
人
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

第
7
回

認
知
症
家
族
の
集
い

川
口
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

1
2
6
2
・
6
1
1
1

県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

認
知
症
予
防
教
室

ササママーージジャャンンボボ宝宝くくじじのの賞賞金金はは
１１等等・・前前後後賞賞合合わわせせてて３３億億円円！！
２２等等もも１１億億円円！！
A 1 等＝ 2 億円× 33 本A前後賞＝
各5,000万円A 2 等＝ 1 億円× 99本

発売期間 7 月 7 日（水）～7 月30日（金）
抽 選 日 8 月10日（火）
※この宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。

改
正
貸
金
業
法
1
1
0
番

解
雇
等
緊
急
労
働
相
談



内
　
容

歌
手
の
桜
木
レ
イ
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

費
　
用
　
無
料

問
合
せ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
事
務
局
・
鈴
木
1
0
9
0
・

8
3
4
4
・
9
8
5
3

期
　
間

7
月

1
日
（
木
）
〜

15
日
（
木
）

場
　
所
　
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

問
合
せ

水
墨
画
ク
ラ
ブ
若
墨

会
・
清
水
1
2
8
1
・
4
9
6
8

日
　
時

7
月
17
日
（
土
）
・
30

日
（
金
）
・
31
日
（
土
）
・
8
月

14
日
（
土
）
・
21
日
（
土
）
・
28

日
（
土
）
午
前
11
時
〜
11
時
半

場
　
所

図
書
館
4
階
会
議
室

内
　
容

小
学
生
向
け
の
絵
本
の

よ
み
き
か
せ
と
お
話
の
会

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ

お
は
な
し
の
た
ね
・
松

田
1
2
8
1
・
0
2
0
1

実
行
委
員
会
で
は
、
7
月
29
日

（
木
）
か
ら
8
月
2
日
（
月
）
ま

で
、
浦
和
駅
西
口
前
コ
ル
ソ
で
開

催
す
る
戦
争
展
へ
の
、
戦
争
中
の

実
物
資
料
や
写
真
等
の
出
品
・
提

供
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。な
お
、

お
預
か
り
し
た
資
料
は
、
終
了
後

速
や
か
に
返
却
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ

戦
争
展
実
行
委
員
会
1

0
4
8
・
8
2
5
・
7
5
3
5

氏
物
語
の
魅
力
を
味
わ
い
ま
す
。

対
　
象

県
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方
、
先
着
20
人

申
込
み
　
講
座
名
（
源
氏
物
語
）、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢

を
明
記
し
、
7
月
16
日
（
金
）
ま

で
に
F
A
X
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
。

問
合
せ

県
立
鳩
ヶ
谷
高
校
、
〒

3
3
4
｜
0
0
0
5
鳩
ヶ
谷
市
里

225
｜
1
、
1
2
8
6
・
0
5
6
5

6
2
8
0
・
1
0
2
8

日
　
時

q
7
月
23
日
（
金
）
w

7
月
24
日
（
土
）、
い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

内
　
容
　
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
う
や
っ

て
生
ま
れ
る
の
？

講
　
師
　
細
田
恭
子
氏
（
誕
生
学

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対
　
象
　
q
0
歳
〜
3
歳
く
ら
い

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
10
組
、

w
4
歳
〜
小
学
校
低
学
年
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
家
族
15
組

費
　
用
　
一
家
族
1
0
0
0
円

申
込
み
　
7
月
5
日（
月
）午
前
9

時
半
か
ら
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
で

問
合
せ
　
は
と
が
や
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
E
メ
ー

ルharm
ony_hatogaya@

yahoo.
co.jp

、（
連
絡
先
気
付
）
子
育
て

ひ
ろ
ば
ポ
ッ
ポ
　
　
1
2
8
7
・

4
6
1
1

日
　
時

7
月
18
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
ダ
ヴ

月
31
日
（
火
）

内
　
容

浦
和
美
園
駅
〜
水
上
公

園
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
に
合
わ

せ
、
鉄
道
・
バ
ス
・
水
上
公
園
入

園
券
を
セ
ッ
ト
に
し
た
割
引
セ
ッ

ト
乗
車
券
を
発
売
。

問
合
せ
　
埼
玉
高
速
鉄
道
1
1
0

4
8
・
8
7
8
・
6
8
5
5

日
　
時

7
月
31
日
（
土
）
・
8

月
8
日
（
日
）
・
22
日
（
日
）
・

28
日
（
土
）
全
4
回
、
各
回
と
も

午
前
10
時
〜
11
時
半

内
　
容

「
桐
壷
」
を
読
み
、
源

有
効
。
電
子
申
請
は
8
月
19
日

（
木
）
午
後
5
時
ま
で

試
験
区
分

1
類
（
男
性
85
人
、

女
性
8
人
）
2
類
（
男
性
10
人
、

女
性
2
人
）
3
類
（
男
性
67
人
、

女
性
5
人
）
武
道
・
体
育
指
導
1

類
（
柔
道
、
剣
道
各
1
人
）

試
験
日

第
1
次
＝
9
月
19
日

（
日
）

問
合
せ

県
警
察
採
用
セ
ン
タ
ー

1
0
1
2
0
・
3
7
3
5
1
4
ま

た
は
県
内
各
警
察
署

期
　
間

7
月
17
日
（
土
）
〜
8

日
　
時

7
月
27
日
（
火
）
午
後

1
時
〜
6
時

場
　
所

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
（
入
退
場
自
由
）

費
　
用

無
料
（
予
約
不
要
）

問
合
せ

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ

く
り
広
域
連
合
1
0
4
8
・
6
6

4
・
6
6
8
1

受
付
期
間

7
月
30
日
（
金
）
〜

8
月
20
日
（
金
）
期
間
内
の
消
印

11
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今
年
は
梅
雨
入
り
が
平
年
よ
り

遅
れ
た
が
、
い
よ
い
よ
う
っ
と
お

し
い
雨
の
季
節
。
蒸
し
暑
さ
も
、

格
別
で
あ
る
。

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
子
ど
も

の
頃
、
ホ
タ
ル
狩
り
を
し
て
遊
ん

だ
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
。
田
植

え
後
の
稲
が
少
し
成
長
し
た
水
田

の
周
辺
で
、
蛙
た
ち
の
大
き
な
鳴

き
声
と
と
も
に
用
水
路
の
草
む
ら

に
沿
っ
て
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
う
。
暗
闇
の
水
田
は
、
子

ど
も
心
に
怖
か
っ
た
が
、
ホ
タ
ル

が
出
る
と
、
父
母
や
姉
に
連
れ
ら

れ
て
よ
く
見
に
行
っ
た
。
淡
い
光

の
乱
舞
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
幻
想

的
だ
っ
た
。

耕
地
整
理
や
そ
の
後
の
農
薬
使

用
等
に
よ
リ
、
今
で
は
山
間
部
の

清
流
で
な
け
れ
ば
ホ
タ
ル
は
な
か

な
か
見
ら
れ
な
い
が
、
里
山
の
地

域
で
は
身
近
な
所
に
、
昆
虫
な
ど

ま
だ
ま
だ
沢
山
の
生
き
も
の
が
生

息
し
、
人
々
の
暮
ら
し
に
彩
り
を

添
え
て
い
る
。

我
が
国
で
は
ホ
タ
ル
は
古
来
よ

り
人
間
の
霊
魂
の
姿
だ
と
言
わ
れ

て
き
た
。
最
近
の
映
画
の
中
で
も
、

戦
死
し
た
あ
る
学
徒
の
魂
が
、
ホ

タ
ル
の
姿
と
な
っ
て
ふ
る
さ
と
に

帰
っ
て
く
る
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
。

確
か
に
人
間
の
魂
と
も
思
え
る
不

思
議
な
、
そ
し
て
人
の
気
を
引
き

つ
け
る
光
で
あ
る
。

蛍
は
世
界
で
は
約
2
千
種
、
日

本
で
は
こ
の
う
ち
40
種
余
り
が
生

蛍
の
季
節

息
す
る
。
す
べ
て
の
種
が
発
光
す

る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
で
は
10

種
く
ら
い
し
か
発
光
し
な
い
。
そ

し
て
ホ
タ
ル
の
光
は
熱
を
ほ
と
ん

ど
出
さ
な
い
「
冷
光
」
で
、
発
光

器
官
は
大
変
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が

高
い
も
の
だ
そ
う
だ
。

私
が
以
前
勤
務
し
た
県
の
下
水

道
公
社
で
は
、
下
水
の
処
理
水
を

利
用
し
て
ホ
タ
ル
を
人
工
育
成
し
、

地
域
の
お
祭
り
で
好
評
を
博
し
て

い
る
。
職
員
が
清
流
に
近
い
環
境

創
り
に
苦
労
し
て
お
り
、
シ
ー
ズ

ン
と
も
な
れ
ば
野
外
に
ホ
タ
ル
を

放
し
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
訪

れ
歓
声
を
あ
げ
て
い
る
。

都
市
化
が
著
し
い
鳩
ヶ
谷
で
も
、

昔
は
見
沼
代
用
水
沿
い
な
ど
ホ
タ

ル
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
現
在
、

構
想
を
進
め
て
い
る
「（
仮
称
）
湧

水
の
里
」
づ
く
り
の
中
で
、
で
き

れ
ば
ホ
タ
ル
の
復
活
を
願
い
た
い
。

県
立
鳩
ヶ
谷
高
校

公
開
講
座

水
墨
画
七
夕
展
示
会

第
2
回

警
察
官
採
用
試
験

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

楽
し
い
絵
本
と
お
話

子
ど
も
と
聞
く

誕
生
学
講
座

2
0
1
0
平
和
の
た

め
の
埼
玉
の
戦
争
展

市
町
村
職
員
採
用

合
同
説
明
会

し
ら
こ
ば
と
水
上
公

園
往
復
割
引
き
っ
ぷ


